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近年、マルコフ連鎖モンテカノレロ法 (Markov chain Monte Car1o, MCMC) は、多くの分野
で複雑化している数理モデ、ルのパラメータ推定法として注目を集めている。項目反応理論Citem
response theory, IRT) の分野でも MCMC に関する関心は高く、 MCMC はさまざまな IRT モ
デ、ルに適用されて成果があげられている。本論文は、 IRT モデ、ルの母数推定への応用を前提とし
て、既存の MCMC アルゴリズムを並列化するアルゴリズムについて研究したものである。






る。本論文では、IRTモデルのひとつである Rasch モデルの項目困難度母教の推定に Parallel-SCRWMH
アルゴリズム (parallel single-component random-walk Metropolis-Hastings algorithm) を
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適用し、妥当な推定値が得られるかどうかを考察した。










アルゴリズムはSCRWMH アルゴリズム Csingle-component random-walk Metropolis-Hastings 
algorithm) とほぼ同等の精度でサンプリングできることがわかった。
第 4 章の目的は、 Parallel-SCRWMH アルゴリズムを Rasch モデ、ルの項目困難度母数の推定に
適用し、妥当な推定値が得られるかどうかを確認することで、あった。そのため、 4.6 節と 4.7 節で
は、シミュレートされたテストデータと現実のテストデータを用い、 Rasch モデ、ルの項目困難度
母数を複数の手法でベイズ推定した。 BILOG-MG による推定値、 SCRWMH アルゴリズムによ
る推定値、 Parallel-SCRWMH アルゴリズムによる推定値を比較し、 Parallel-SCRWMH アルゴ
リズムにより妥当な推定値が得られるかどうかを考察した。その結果、 Rasch モデ、ルの項目困難
度母数の推定において、 Parallel-SCRWMH アルゴリズムを用いると SCRWMH アルゴリズムに
非常に近い妥当な推定値が得られることがわかった。

















4. Paral1el-SCRWMH アルゴリズムは、 Rasch モデ、ルの項目困難度母数の推定に利用できる。
〈論文審査の結果の要旨〉
博士論文審査会(最終試験)は、 2008 年 2 月 6 日 13 : 00 より、文科系総合研究棟(教育学研究
科) 203 教室にて実施された。まず、論文提出者の佐藤喜ーから研究内容についての発表が 60 分
程度あった。そのあと、 30 分程度の質疑応答があった。繁桝教授からは、おもに論文で示されて
いるマルコフ連鎖の収束判定法に関連する質問やマルコフ連鎖を並列に走らせることの意義につ
いてコメント等がなされた。中島准教授からは、既存のアルゴリズムに対する提案アルゴ、リズム
のメリットに関連する質問や MCMC により得られた母数の推定結果がまちがっていることはな
いのか、という点についての質問がなされた。指導教員村木教授からは、今後は Rasch モデルだ
けではなく、たとえば多次元 IRT モデ、ルのような複雑なモデ、ルへの提案アルゴリズムの適用を検
討すべきだというコメントが出された。これらの質問やコメントに対し、佐藤君はおおむね適切
な対応をした。
論文審査会における口頭発表および論文の内容に関して、佐藤喜一退席の後、審査委員 3 名に
よってその合否を審議した。審議の結果、佐藤喜一の博士論文は合格のレベルに達しているとい
う合意がなされた。よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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